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男と女のいきいきコラム　―男女共同参画社会の実現を目指して―　VOL.96

健康ほっとLine　―市立総合病院の医師が健康に関する情報をお届けします―

（出典）内閣府「男女共同参画白書　2011」

男
性
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画
①

男
女
共
同
参
画
と
い
う
と
、
多
く

の
方
が
「
女
性
の
た
め
の
も
の
」
と

感
じ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
男
女
共
同
参
画
は
、
男
性
に

と
っ
て
も
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
も

の
で
す
。
今
回
か
ら
２
回
に
わ
た
っ

て
、
男
性
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参

画
に
つ
い
て
お
届
け
し
ま
す
。

内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
「
夫
は

外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き

で
あ
る
」
と
い
っ
た
考
え
方
に
つ
い

て
、
賛
成
（
賛
成
＋
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
賛
成
）
の
意
見
よ
り
も
反
対

（
反
対
＋
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対
）

の
意
見
の
方
が
年
々
増
加
し
て
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
男
女
別
に
見
る
と
、

男
性
の
回
答
は
こ
れ
ま
で
『
賛
成
』

が
『
反
対
』
を
上
回
っ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
21
年
の
調
査
で
は
、
調
査

開
始
以
来
、
初
め
て
『
反
対
』
が

『
賛
成
』
を
上
回
り
ま
し
た
（
賛
成

45
・
９
％
、
反
対
51
・
１
％
）。

調
査
結
果
か
ら
、
男
性
の
男
女
共

同
参
画
に
対
す
る
意
識
も
大
き
く
変

わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
こ
う
し
た
意
識
の
変
化
は
、
男

女
共
同
参
画
基
本
法
の
施
行
と
い
っ

た
国
の
動
向
や
共
働
き
世
帯
の
増
加
、

女
性
の
雇
用
率
の
上
昇
な
ど
社
会
的

な
変
化
も
要
因
と
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
ま
た
、
男
性
の
意
識
の
変
化

に
よ
り
、
こ
の
コ
ラ
ム
で
紹
介
し
て

き
た
よ
う
な
「
イ
ク
メ
ン
（
子
育
て

を
楽
し
む
男
性
）
」
や
「
イ
ク
ジ
イ

（
孫
世
代
の
育
児
に
積
極
的
に
参
加

す
る
男
性
）
」
が
増
え
て
き
て
い
る

の
で
は
な
い
か
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
職
場
で
の
役

職
や
給
料
な
ど
は
男
女
で
差
が
あ
っ

た
り
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
は

低
水
準
の
ま
ま
で
推
移
し
て
い
る
な

ど
、
課
題
は
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
今

後
、
男
女
の
役
割
に
つ
い
て
の
意
識

が
さ
ら
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
、

こ
れ
ら
の
課
題
に
も
変
化
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

生
活
習
慣
病
と
は
、
生
活
習
慣
が

要
因
と
な
っ
て
発
生
す
る
諸
疾
病
の

こ
と
で
す
。
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症

（
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
増
加
な

ど
）、
糖
尿
病
（
Ⅱ
型
）
な
ど
が
こ

れ
に
当
た
り
、
放
置
す
る
と
動
脈
硬

化
を
進
行
さ
せ
ま
す
。
狭
心
症
・
心

筋
梗
塞
は
心
臓
に
血
液
（
栄
養
）
を

送
っ
て
い
る
冠
動
脈
の
動
脈
硬
化
が

進
行
し
て
出
現
す
る
病
気
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
は

「
胸
痛
」「
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
」

な
ど
が
典
型
的
な
症
状
で
、
実
際
に

こ
の
症
状
で
病
院
を
受
診
さ
れ
る
方

が
多
く
い
ま
す
。

一
方
、
高
齢
者
の
方
で
は
胸
痛
を

訴
え
ず
に
、「
労
作
時
（
体
を
動
か

す
と
き
）
の
息
切
れ
」「
肩
凝
り
」

「
咽
頭
部
不
快
感
」
な
ど
の
非
典
型

的
な
症
状
を
訴
え
る
方
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
特
に
症
状
を
訴

え
ず
に
検
査
で
発
見
さ
れ
る
方
も
い

ま
す
。
い
わ
ゆ
る
症
状
の
な
い
（
無

症
候
性
の
）
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
の

頻
度
は
、
70
歳
未
満
の
15
％
に
対
し

て
、
70
歳
以
上
は
28
％
で
あ
る
な
ど
、

高
齢
者
は
比
較
的
高
率
と
の
報
告
も

あ
り
ま
す
（
日
本
循
環
器
学
会
虚
血

性
心
疾
患
の
一
次
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
よ
り
）。
症
状
の
出
な
い
理
由
と

し
て
、
加
齢
に
よ
る
疼
痛
閾
値
（
痛

み
の
抵
抗
力
）
の
上
昇
、
高
次
機
能

の
障
害
、
糖
尿
病
性
神
経
障
害
な
ど

の
関
与
が
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
症
状
の
な
い
狭
心
症
・
心
筋
梗

塞
を
放
置
し
て
良
い
の
か
と
い
う
と

そ
う
で
も
な
く
、
そ
の
危
険
性
は
症

状
を
有
す
る
患
者
の
予
後
と
ほ
ぼ
同

等
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、

狭
心
症
の
診
断
は
、
外
来
検
査
で
行

え
る
負
荷
心
電
図
、
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
検

査
、
心
筋
シ
ン
チ
グ
ラ
フ
ィ
ー
な
ど

を
用
い
て
、
比
較
的
簡
易
に
行
う
こ

と
が
可
能
で
す
。

生
活
習
慣
病
の
中
に
は
血
糖
値
、

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
な
ど
、
検

査
を
し
な
い
と
分
か
ら
な
い
病
気
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
狭
心
症
・
心

筋
梗
塞
と
判
明
し
た
場
合
に
は
、
薬

剤
な
ど
で
し
っ
か
り
と
し
た
生
活
習

慣
病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
と
、

そ
の
後
の
経
過
が
大
き
く
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
お
気
付
き
の

点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
細
か
い

検
査（
精
査
）
を
行
う
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
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生
活
習
慣
病
と
狭
心
症
・

　
　
　

心
筋
梗
塞
に
つ
い
て　

〉〉

■賛成　■どちらかといえば賛成　■わからない　■どちらかといえば反対　■反対

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」といった考え方について（性別）
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昭和54年　5　月調査
（8,239人）

平成14年　7　月調査
（3,561人）

平成16年11月調査
（3,502人）

平成19年　8　月調査
（3,118人）

平成21年10月調査
（3,240人）

女性
（1,730人）平成21年

内訳 男性
（1,510人）

31.8 40.8 7.17.1 16.1 4.34.3

14.8 32.1 6.16.1 27.0 20.020.0

12.7 32.5 5.95.9 27.4 21.521.5

13.8 31.0 3.23.2 28.7 23.423.4

10.6 30.7 3.63.6 31.3 23.823.8

9.5 27.8 4.04.0 32.0 26.626.6

11.9 34.0 3.13.1 30.4 20.720.7

と
う
つ
う
い
き　
ち


